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昔話における終止機能  


















とがいえる。昔話は荒唐無梧なように見えるが，確かにノ㍉ターンをもっている。   
山番多いのが，森の中に子供が捨てられて，たった一人ばっちになるという  
詣であろう。日本の「継子の苺とり」，グリムの「ヘンゼルとグレーテル」，  
「白雪姫」などほその出発点の′くターンの代表例である。   
さらに，動物を助けてやったという出発点を見ると，後で恩返しがあると患  
うのは，日本人が恩返しという行為を非常に大事に思っており，世間あるいは  
日本の文化の中には，そのような行為に対しては恩返しをもって報いるのが当   












る。   
さてここでは具現婚姻講から始める。異類婿姻諸に関しては以前に別のとこ  
ろで述べたことがあるが（注2），その時点ではまだ思い及ばなかったことが，終  


















見てはならないというタブーを犯されて女房が去ると，タブー違反をした方が，   















と蛙は，それではいっしょに御飯を食べさせてくれるれ 私を親Lい友達にし  

















がほたらいて，呪われていた者が扱われ，人間として結婚する。つまり，厳密   



















末に別離がある。ヨーロッパの場合を図2で示す。   






















助けてやりまLた。つるは喜んで空に飛んでいきまLた。男が夜，家に帰って寝   









るため，これ以上は触れないことにする。   
さて，都塵をのぞくなと言われたのにのぞいてしまうタブー違反が別離を引  
き出L，この〟別離■rで話が終わるパターンが日本にほ多い。すると，なぜそ  


















前だ，」というのがほぼ一致Lた答えなのである。   
一方，若い人達，特に都会に住んでいる若い母親たちと話をしてみると，こ  
れが遭になって，「猿がどうLて殺されなければならないのか，何も悪いこと  
なしていないのに。それどころか人間のために田んぼに水を入れてくれたりし   
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ているではないか」。鶴の場合も，「宝物を織ってくれたのだからそこで大事に  
しなければならないのではないか，」という感想が聞かれる。これは，ヨーロ  
ッパ人の感覚と非常に近づいてきていると言えるのである。   
今まで「つる女房」と「蛙の王様」，「美女と野獣」を例にして対比しつつ論  
じてきたが，ここで話をもう少L広げてみよう。まず，グリム童話集の第三番  



























てきて，「罪を悔いたものは幸せになる，」と言って子供を返す。   














パの場合には出発点になっているといえる。   















として結婚しているわけで，一人の時にほ欠如の状態であったものが，パー ト  
ナーを得て明らかに充足された，として終わっている。   
ところが先ほどの日本の昔話では，パートナーを失ってLまったという欠如  
がありながら，そのまま話が終わっているのである。   
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先程り「マリアの子」の場合も話の中間点で天から下界へ，荒野へ降ろき九  
てたった一人になってしまったのである。これも欠如の状態といえるだろう。  











態ではないかと思われるのである。   
ところが，日本の場合にほ偽終止でも構わない。偽終止でも終わりうるので  
ある。それほなぜかと言うと，前述Lたように，動物が人間の嫁になろうとは  










全に終わったと感じられるのである。   
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ーズが始まっていく。このような展開があちらこちらに見られるのである。   
このことは，ヨーロッパの昔話のあの段隠 すなわちマリアの子が一度タブ  
ー違反のために一人にされて，そこからまた次に一人ぼっちであることを解決  
するために新たな話に接続していく，ということと非常によく似た現象ではな  




楽と非常に似た性質を持っているように思われる。   
この点については，別のところでいくつかの性質を指摘したことがある（往3）  
ので省略するが，たとえば，音楽でいう「J；一フォーム」Bar－Form と か，  
あるいは，いわゆる「転回」Umkehrungという音楽の技法が昔話の中にも  
見られる。この偽終止も昔話の持っている音楽的性質のひとつと考えてよいの  











けれども男は荷物を背負って帰っていった女房をこっそりつけていってみた。   

































自在である一捜しにくる。そして真の姿を見つけるのだが，よもぎの中にいる   

































味で習俗となる。けれども意味としては，世の中の安全装置として，よもぎな   
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